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本書は，
序説
前編恐慌の理論
後編資本主義の発展と恐慌
から成っている。
この構成からも，また， “はしがき”からもうかがえるように， 著者の主要な意図は，
恐慌の理論そのもの（原理論としての恐慌論）の発展ではない。それは，宇野弘蔵教授に
よって基本的には果されたとされる。むしろ，それを下敷きとして，資本主義の各発展段
階での恐慌の発現形態を，各段階の資本の再生産構造との関連で考察すること（段階論と
しての恐慌論）こそが，著者のねらいなのである。
そのため，著者が本格的に果そうとされた目的からは，ずれることになるが，前編 恐
慌の理論 に関して，若干の問題点を提起したい。
I 物的再生産条件と恐慌について
再生産表式で示されているような均衡関係は，恐慌を経てはじめて達成されるのか，そ
れとも，資本制経済は，恐慌なしの調整機構をもっているのか？
この点について， 「再生産の物的な条件については，資本がみずから調整する機構をも
つが，労働力商品については事情が異なる。」 (pp. 70~71)あるいは，「一般の商品と異
なって労働力商品は，価格が上昇しても生産が拡大されるわけではないから，この需給の
不均衡はたんなる一時的撹乱としては解消されない。」 (p.91)等の叙述から，物的再生産
条件は，恐慌なしで調整されると考えられているように読める。
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他方， 「各種の均衡回復には，一定の期間を要し，拡大再生産が順調に進む好況の中期
にそれはほぽ近似的に実現され，最終的には，固定資本が更新される景気循環の一周期を
通じてはじめて達成されるといえよう。」 (p.70)とも主張されている。これは，好況の中
期から末期にかけてくずれた物的な均衡関係は，恐慌を経て，はじめて回復されることを
主張していることにならないだろうか？
ともあれ， 一般商品の需給の不均衡は， たんなる一時的撹乱で解消される， との主張
は，論証を欠いている。超過需要により価格が上昇し，それに対し，生産拡大が行なわれ
る前に，設備投資在庫投資によって，超過需要が一層増大するかもしれない。
景気循環の各局面で，表式論の均衡関係が充されていないのは当然である。問題は， ＜ 
ずれた均衡が拡大してゆくかどうかである。これらの不均衡が，資本の部門間移動で解消
されることが論証されてはいない。各部門の需給関係，利潤率，部門比率等の動きについ
て，一層の分折が必要であると思われる。
I 恐慌の必然性について
好況局而で，利潤が著しく減少することによって，恐慌が発生せざるをえない（著者の
考え）のか，それとも，逆なのだろうか？
好況局面での価格，賃銀，利子率，利潤率の動向に，主要に注目して議論が進められて
いる。
そこで，その筋道を追跡してゆくことにしよう。庫接関係する部分は，第2章 恐慌
のうち， m 恐慌の勃発， (p.104)である。
1. まず，「物価騰貴が賃銀の上昇を下回り， したがって利潤率の低下が顕在化する場合」
(p.105)が考察される。しかし，この場合の検討は割愛する。というのは，利潤率の低下
が顕在化してしまえば，以下，需要減退→利潤率の一層の低下，という経過に異論はない
から。また，物価騰貴が賃金の上昇を下回った（実質賃金率が上昇した）とき，利潤率は
低下するとしよう 1)。したがって，著者の考えに沿って，恐慌の必然性を論証するには，
好況が持続してゆけば，必然的に物価騰貴が賃金の上昇を下回ることを論証すればよい。
ところが，ここでは，それが前提されている。そこで，「投機的な物価騰貴が大幅な場合」
(p.104)へ進むことにしよう。
2. 「物価騰貴が大幅で投機活動が活発をきわめる場合」 (p.108)は， 「利潤率は，さし
1)実質賃金率が上昇しても，利潤率が低下するとはかぎらない。技術進歩がありうるか
ら。しかし，この点は，議論の筋を明確にするために捨象する。
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あたり低下をまぬがれ」 (p.108)るが， 「投機的活動による資金需要の拡大から利子率が
上昇し，これが，•••利潤率に追いつき追いこす形で，利潤率と利子率の衝突が生じるわけ
である。」 (p.108)
投機的活動によるかどうかはともかく，好況局面で資金需要の拡大から利子率が上昇す
る点については異論はない。しかし必らず利潤率を低下させるほど上昇することが論証さ
れなければならない。そして，それはなされていない。まさに， 「ここでの利潤率と利子.... 
率との衡突から恐慌が起こることも，あるかもしれないが，しかしそれはなお必然的なも
のとはいえない。」 (p.108)のである。
3. 「だが，この高利潤の主要な源泉をなす投機的利澗は，信用を利用しつつ拡大した商
品在庫が，利子率を上回る率で価格騰貴をつづけるかぎりでのみ得られる。……だが，こ. . .. . . . . . . . . . .  . 
うした投機的活動の結果として利子率が上昇し，価格の騰貴率に等しくなるまでに至れ
ば，その活動による利潤はすべて利子に食われるから，それを継続することは無意味にな
る。」 (pp.108~109) 
この時点で，必然的に恐慌が勃発するとは主張されてはいない。が事態を若干複雑にす
る事情を述べられ，恐慌の必然性を結論されるまで， 「利子率が上昇し，価格の騰貴率に
等しくなるまでに至る」ことが論証されているのではなく前提されているだけではないだ
ろうか？
また，商業資本に注目され， 「商業資本の利潤は，商品の売買差額からなるが，賣社サ...................... 
のための利子が売買差額を上回るようなときには，およそ利澗がすべて消滅しているので
ある。」 (p.109)と主張されるとき，あるいは，「こうして利子の支払能力は消滅するが，
かりに利払いがそのための新規借入という延命策で一時的に切り抜けられるにしても，こ
れは利子率の一層の上昇によって赤字企業の範囲を拡大するだけであるし，．．．」 (p.109)
と主張される場合にも，商品購入のための資金需要によって利子率の上昇が，価格騰貴率
と等しく，あるいはそれ以上になることがただ前提されているだけではないだろうか？
商品を買う資金需要は利子率を上昇させる。もし，関連して，雇用が行なわれれば，賃
銀も上昇するだろう。しかし，それと共に，価格も上昇しているのである。このとき，ぃ
かに利子率を上げる事情を列挙し，強調してみても，利子率が，必然的に価格上昇を上回
って上昇することが論証されたことにはならない。 これを論証するには， 利潤率， 利子
率，賃銀，価格の決定等に関して，より具体的な仮説と分析が必要ではないだろうか？
(1972年12月20日刊）
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